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（（１）建築改修計画改修計画 
  ①展示水槽改修 

    バイカルアザラシ水槽やカットリヤナ水槽の新設、内湖・ヨシ原水

槽の拡張およびトンネル水槽の演出照明等行うとともに、背景塗装の

はがれ修復やアクリル研磨等の必要な改修を行います。 
   

②結露防止 

  低温の水槽に接する観覧通路や展示窓の結露を防止するため、防水

層の断熱化、水槽窓面への吹出し口やアクリル二重パネルの設置を行

います。 
 
③内装仕上げ 

  床・壁・天井の色調を変え空間イメージの刷新を図ります。観覧通

路は、水槽や展示物を引き立たせるための背景となるよう暗色系統の

カラーデザインを採用し、滋賀県・琵琶湖を印象づける色調とします。 
 
④ユニバーサルデザイン 

  車いす使用者や高齢者、子どもなど、あらゆる利用者を想定し、わ

かりやすい動線、段差の改善、すべりにくい材質の床仕上げなど、よ

り快適で安全に移動できる空間づくりを行います。 
  また、多言語標記、色彩や文字の大きさ、ピクトグラム（絵文字）

の併用などにより、だれにでもわかりやすい館内案内とします。 

３．建築 ・ 設備 （１） 建築改修計画
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